
(様式1)

所属名：　議会事務局・監査　

(単位：千円)

事業番号 事業名 最終予算現額 決算額

1 議会費 1 議会費 1 議会費 2 議員人件費 72,295 72,293

3 町議会運営一般 10,070 7,829

小計 82,365 80,122

2 総務費 6 監査委員費 1 監査委員費 66 監査事務 1,405 1,304

小計 1,405 1,304

所属合計 83,770 81,426

令和7年度決算 事業体系図

款 項 目
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令和7年度　事業成果説明書　兼　評価書

事業番号 2 事業名 議員人件費 会計区分 一般会計

担当課 議会事務局・監査 担当係 庶務・議事係 □新規　■継続
予算区分 款 1　議会費 項 1　議会費 目 1　議会費
まちづくり

ビジョン

（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり ① 町民に伝わる情報発信と情報共有
重点事業 情報発信と対話で築く、みんなが関わる協働のまちづくり

年度 最終予算額 決算額

事業費財源内訳

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源

令和7年度 72,295 72,293 0 0 0 0 72,293
事業の目的

（なんのために）
議員人件費及び議会運営等に要する経費です。

細事業等 内容
決算額
（千円）

財源内訳

議員人件費

議員数 16人（ただしR8.2.19までは1人欠員）
　任期　R4.2.20～R8.2.19
議員報酬　44,846千円
　議長 332千円、副議長 253千円、
　委員長 246千円、議員 238千円
議員期末手当 15,586千円
　報酬月額×1.2×1.75×2回（6月・12月）
議員共済会負担金 11,861千円
・議員共済会事務費 240千円
・年金廃止に伴う特別負担金 11,621千円

72,293 単町

合計 72,293

事業の主な

実施状況

事業目的の

達成状況

担当課による評価 S　目的達成
【前年度の課題の概要】

議会改革推進特別委員会の最終報告を行います。

【前年度課題についての対応及び成果】

議会改革推進特別委員会を開催し最終報告を行いました。

【担当課による評価の理由】

議会改革推進特別委員会において議会運営等について検討し最終報告を行いました。
今後の取り組み

の方向 今後も議会運営の在り方など体制整備を行います。
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令和7年度　事業成果説明書　兼　評価書

事業番号 3 事業名 町議会運営一般 会計区分 一般会計

担当課 議会事務局・監査 担当係 庶務・議事係 □新規　■継続
予算区分 款 1　議会費 項 1　議会費 目 1　議会費
まちづくり

ビジョン

（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり ① 町民に伝わる情報発信と情報共有
重点事業 情報発信と対話で築く、みんなが関わる協働のまちづくり

年度 最終予算額 決算額

事業費財源内訳

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源

令和7年度 10,070 7,829 0 0 0 0 7,829

事業の目的

（なんのために）

議会は議決機関であり、町民の要望を町政に反映させるため、議会を運営し、予算・条例などの議案を審議し、調査・研究活
動、諸活動により、調整の発展と町民福祉の向上を図ります。

更に、議会改革の推進により開かれた議会を目指します。

細事業等 内容
決算額

（千円）
財源内訳

議会運営

旅費　566千円
　議員視察研修に係る旅費等

交際費 173千円
需用費・役務費等　1,890千円
　・消耗品費

　・印刷製本費：議会だより発行（年4回）
委託料 2,292千円
　・会議録作成　1,632千円
　　（調整料、データ交換料、委員会会議録）
　・検索システム委託料　660千円
報償費・負担金等　2,906千円
　・講師謝金・旅費　82千円
　・DX推進事業（広告料） 154千円
　・県、中部議長会負担金他　2,670千円

7,829 単町

合計 7,829

事業の主な

実施状況

事業目的の

達成状況

担当課による評価 A　相当程度進展あり
【前年度の課題の概要】
町民に分かりやすい開かれた議会を目指し、議会改革を進めます。

品位の保持と議員各位のさらなる資質向上を図ります。

【前年度課題についての対応及び成果】

開かれた議会を目指し、議会の録画配信を行いました。

講師を招いて議会改革についての研修と、財政指標の見方についての研修を行いました。

県、中部議長会主催の議員研修に参加し、議員の資質向上を図りました。

【担当課による評価の理由】

議員研修に積極的に参加し、議員の資質向上を図りました。

今後の取り組み

の方向 今後も町民に分かりやすい開かれた議会を目指します。

◆本会議の開催状況

      ○定例会　4回      　  ○臨時会　6回　

◆委員会の開催状況

　○総務産業常任委員会　4回　　　○教育民生常任委員会　5回　　○議会広報常任委員会（年4回発行）20回

◆その他会議の開催状況

　○議会運営委員会　17回　　　　　　　　　　　   ○全員協議会　15回

　○月例報告会（3月.6月.9月.12月を除く）8回　　　○議会改革推進特別委員会　２回

　○予算・決算審査特別委員会　７回　　　　　　　○議員研修　５回　　　　　　

　○町民・各地区・各種団体との意見交換会　2回
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令和7年度　事業成果説明書　兼　評価書

事業番号 66 事業名 監査事務 会計区分 一般会計

担当課 議会事務局・監査 担当係 庶務 □新規　■継続
予算区分 款 2　総務費 項 6　監査委員費 目 1　監査委員費
まちづくり

ビジョン

（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり ① 町民に伝わる情報発信と情報共有
重点事業 情報発信と対話で築く、みんなが関わる協働のまちづくり

年度 最終予算額 決算額

事業費財源内訳

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源

令和7年度 1,405 1,304 0 0 0 0 1,304

事業の目的

（なんのために）

町の財務事務や一般行政事務について、地方自治法、地方公営企業法等関係法令及び町監査基準に基づいて監査委員が監査等
を行うことにより、公正で合理的、効果的、効率的な行政運営が適正に執行されているか監査します。

細事業等 内容
決算額

（千円）
財源内訳

監査事務

監査委員報酬（2人）　1,049千円
　・代表監査委員　月額50,900円
　・監査委員　　　月額36,500円
旅費　106千円
　・監査委員県内交通費　 8千円
　・監査委員研修交通費　98千円
負担金他　149千円
　・県監査協議会負担金　120千円
　・全国研修会参加負担金　9千円
　・消耗品費　20千円

1,304 単町

合計 1,304

事業の主な

実施状況

事業目的の

達成状況

担当課による評価 S　目的達成
【前年度の課題の概要】

デジタル化の推進とともに監査方法も対応する必要があります。

法令及び監査基準を準拠し、より専門性を活かした監査を実施します。

【前年度課題についての対応及び成果】
監査委員研修会に参加し、専門的な知見を深めました。

【担当課による評価の理由】

計画的に監査を実施しました。

改善と行政改革指導に重点を置いた監査を実施し、その結果を報告しました。

今後の取り組み

の方向

デジタル化とともに監査の方法についても対応していきます。

法令及び監査基準を準拠し、より専門性を活かした監査を実施します。
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